
牛群能力データの簡易集計・表示システムの開発

[要約］ パーソナルコンピュータＮ５２００におけるアプリケーションソフト上の

機能を用いて、 牛群検定情報を処理する箇易集謎・
Ｊ－

表示システムを開発した。
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［背景・ねらい］

家畜改良事業団から４半期毎にフロッピーディスクにより提供される牛群検定情報は、

数値又は記号のみで構成されたデータ群であり、喪料化されていないため、そのままの形

では農家指導に利用し難い面がある。牛群検定組合で使用されているパーソナルコンピュ

ータN5200（以下N5200）上で、このデータ群を分かりやすく集計、表示及びグラフ化を行

うとともに、操作に不慣れなオペレータでも簡単に情報処理を行える簡易集計・表示シス

テムを開発する。

［成果の内容・特徴］

①対象データ

家畜改良事業団より牛群検定情報センターに四半期毎に送付されてくるファイルの中で牛

群能力に最も関連の深い305日補正乳量（以下補正乳量）及び乳脂率を対象とする。

②データの組替え等による新ファイルの作成

N5200上で起動するアプリケーションソフトLANFILE5により、処理目的に応じた形

態にデータを並び替え、結合させた後、新たなファイルを生成する簡易な集計システムを

作成した（図１）。

③グラフ表示

上記②で生成されたファイルをN5200上のアプリケーションソフトLANGRAPH5に読み込み目

的に応じた形態のグラフを表示し、印刷する簡易な表示システムを作成した（図１）。

④処理操作は、上記の集計及び表示に対する操作手順をファイル上に記録しているため、

各処理に応じたファイルを起動することにより自動的に集計、表示できる。

⑤この簡易集計・表示システムはパーソナルコンピュータN5200を対象機種とする。

［成果の活用面・留意点］

①開発した処理システムは県牛群検定情報センターで利用する。

②これらの自動ソフトウエアは、補正乳量及び乳脂率のデータ処理を行うものであり、順

次処理対象を拡大する必要がある。

③情報センター以外で利用する場合は、LANFILE5、LANGRAPH5の準備が必要である。
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[具体的データ］

ｵ象データ

銀Z蝋ﾃ゙ ﾀーﾚｲｱｳﾄ1990年度
組合ｺｰﾄﾞ補正乳量・・・

１８，２００kｇ・

２７，８６０ 。

● ● ●

１ １７，８５０。

子ﾌｧｲ"ﾃ゙ ﾀーﾚｲｱｳﾄ1991年度
公八戸ジＵ￥ＵｖＹし

組合91-ﾄﾞ補正乳量・・・

４８，０９０kｇ・

９７，７００。

● ● ●

５ ７，８７０。

データの組替え

及び結合 データ項目結合

(LANFILE5）

ソート（LANF

ファイル

内容表示

組合ｺー ﾄ゙ でソートしてでき

た新規ファイル

各年度のデータを結合してできたファイルのデータレイアウト
組合ｺー ﾄ゙ 1990年度補正乳量1991年度補正乳量・・・

１８，２００kｇ8,090kｇ・

２７，８６０７，９４０。

◆ ●
●

●

１ １７，８５０７，７２０。

↓（LANGRAPH5）

グラフ表示 一ヶ

ＣＲＴ表示

プリンタ出力

図１検定組合における補正乳量の年次推移事例（平成３～４年）
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